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【課長及び相当職】

教　育　課	 参事兼課長	 木　賊　正　男
（総務課　課長）

	総　務　課	 課　　長	 今　泉　保　行
（健康福祉課　課長）

健康福祉課	 課　　長	 面　川　廣　見
（議会事務局　局長）

都市建設課	 課　　長	 小　貫　忠　男
（産業課　課長）

税務町民課	 課　　長	 関　根　　　学
（上下水道課　課長）

産　業　課	 課　　長	 髙　原　芳　昭
（税務町民課　課長）

上下水道課	 課　　長	 圓　谷　信　行
（都市建設課　課長）

	議会事務局	 局　　長	 吉　田　賢　司
（教育課　課長）

	健康福祉課	 主幹兼副課長（福祉担当）	 揚　妻　清　一
（上下水道課　主幹兼副課長）

	都市建設課	 主幹兼副課長（事業担当）	 角　田　信　洋
（教育課　主幹兼副課長）

【副課長及び相当職】

教　育　課	 副課長（生涯学習担当）	 矢　部　雅　春
（健康福祉課　副課長）

上下水道課	 副課長（上水道担当）	 根　本　　　博
（上下水道課　副課長　下水道担当）

	上下水道課	 副課長（下水道担当）	 倉　田　知　典
	 （都市建設課　副課長）

【係　員】
　

	総　務　課	 主　　査	 真　壁　光　司
（健康福祉課　主査）

産　業　課	 主　　査	 森　尾　知　之
（教育課　主査）

税務町民課	 	主　　査	 北　畠　正　彦
（総務課　主査）

健康福祉課	 主　　査	 真　壁　美江子
（税務町民課　主査）

教　育　課	 主　　査	 渡　辺　光　徳
（産業課　主査）

総　務　課	 主　　事	 有　馬　直　希
（税務町民課　主事）

教　育　課		 主　　任	 遠　藤　喜久子
（総務課　主任）

税務町民課	 主　　任	 藤　島　礼　子
（教育課　主任）

鏡石町職員人事
  （平成23年７月１日付）

　

６
月
15
日（
水
）か
ら
20
日（
月
）

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
鏡
石

町
議
会
６
月
定
例
会
は
、
報
告
20

件
、
議
案
６
件
、
原
発
事
故
終
息

に
つ
い
て
の
意
見
書
１
件
、
農
業

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
１
件
の
全

28
件
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
の

復
旧
復
興
に
係
る
予
算
や
質
問
が

中
心
と
な
っ
た
本
議
会
の
議
案
や

議
会
の
様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
復
興
復
旧

に
か
か
る
予
算
と
し
て
、
主
に
上

記
の
事
業
に
つ
い
て
を
提
出
し
ま

し
た
。
特
に
、
平
成
23
年
度
補
正

予
算
の
第
１
号
、
第
２
号
と
し
て

提
出
さ
れ
た
、
被
災
し
た
第
一
小

学
校
の
仮
設
校
舎
建
設
に
係
る
予

算
、
災
害
ゴ
ミ
処
理
費
、
ま
た
か

ん
が
い
用
水
設
備
被
害
の
転
作
助

成
金
な
ど
の
災
害
復
旧
に
か
か
る

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
３
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
で
は
、
岡
山
県
鏡
野
町
か
ら

直
接
物
資
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た

り
、
南
会
津
町
に
は
、
職
員
自
ら
が

給
水
活
動
に
従
事
さ
れ
る
な
ど
全
国

の
皆
さ
ん
か
ら
物
心
両
面
で
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の

善
意
に
町
民
を
代
表
し
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は「
町
民
の
生
命
と
安
全
安

心
を
第
一
」に
全
力
を
挙
げ
て
震
災

対
応
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
議
員
や
行
政
区
長
、
消
防
団

の
皆
様
に
は
様
々
な
分
野
で
活
躍
い

た
だ
き
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
地
震
と
津
波
に
加

え
福
島
第
一
原
発
事
故
の
放
射
能
汚

染
と
そ
の
風
評
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て

お
り
、
事
態
の
収
束
と
支
援
に
向
け

て
国
や
東
京
電
力
に
強
く
要
望
し
て

参
り
ま
す
。

　

水
田
の
８
割
が
作
付
け
で
き
な
い

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り
意
欲
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
町
独
自
の
施
策
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
の
皆
様
も
多
く
が

被
災
さ
れ
、見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
町
で

は
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
者

支
援
や
雇
用
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
第
一
小
学

校
が
使
用
不
可
能
と
な
り
、
現
在
、

第
一
小
学
校
校
庭
に
仮
設
校
舎
の
建

設
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
２
学
期
か

ら
は
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
給
食
も
完
全
給
食
を

実
施
で
き
る
予
定
で
す
。ま
た
、
各

学
校
等
の
放
射
線
対
策
に
つ
い
て

は
、
測
定
値
は
高
い
所
で
も
基
準
値

内
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
推
移

を
観
察
し
な
が
ら
低
減
対
策
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

災
害
ゴ
ミ
の
処
理
対
策
に
つ
い
て

も
、
長
期
間
に
わ
た
る
受
け
入
れ
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

も
ル
ー
ル
を
守
り
ご
利
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

予
算
、
約
４
億
６
千
５
百
万
円
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
事
業
に
取
り

掛
か
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
専

決
処
分
※
で
予
算
を
執
行
し
て
お
り
、

６
月
議
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
の
補
正
予
算
で
は
、
保

育
所
や
児
童
館
の
補
修
費
や
災
害

援
護
資
金
な
ど
の
支
援
関
係
予
算

の
他
、
復
旧
・
復
興
予
算
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
今
年
度
予
定

し
て
い
た
事
業
で
、
翌
年
度
以
降

に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

た
事
業
の
減
額
予
算
に
つ
い
て
提

出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
約
３
億
４
千
万
円
は
国

や
県
の
補
助
金
で
残
り
の
約
４
億

２
千
４
百
万
円
は
町
債
や
基
金
の

繰
入
等
を
充
て
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
平
成

23
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
51
億
２
千
７
百
５
十
２
万
６
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

※
専
決
処
分　
今
回
は
、
議
決
す

べ
き
議
案
が
、
特
に
緊
急
を
要
す

る
こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
、
町
長

の
権
限
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
予
算

が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質

問
で
は
、今
駒
隆
幸
議
員
、円
谷
寅

三
郎
議
員
、
根
本
重
郎
議
員
、
今

駒
英
樹
議
員
、
円
谷
寛
議
員
の
５

名
が
質
問
に
登
壇
し
、
主
に
福
島

原
発
事
故
に
関
連
す
る
放
射
能
に

つ
い
て
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
議
会
か
ら「
原
発
事

故
の
早
急
な
収
束
と
原
発
廃
炉
を

含
む
安
全
安
心
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
で
は
、
事
故
の
影
響
が
町

に
も
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
し
て
、
放
射
能
被
害
や
風
評

被
害
の
補
償
、
県
内
原
発
の
廃
炉

と
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推

進
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
７
月
に
任
期
を
迎
え

る
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、

町
議
会
か
ら
菊
地
栄
助
議
員
と
仲

沼
義
春
議
員
を
推
薦
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
震
災
被
害
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
緊
急
補
正
予
算
を
策

定
し
、
町
議
会
定
例
会
へ
提
案
し
ま
し
た
。
特
に
ス
ピ
ー
ド
が
重
視
さ

れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
専
決
予
算
と
し
て
早
期
に
執
行
し
て
い
ま
す
。

町長所信表明

国庫負担金
331,814

基金繰入金
259,196

町債
165,700

国庫負担金
331,814

基金繰入金
259,196

町債
165,700

県負担金
18,371

雑入等 2,445

復興対策予算財源内訳
 

鏡
石
町
復
興
対
策
予
算

補
正
予
算
は
総
額
７
億

７
千
万
円
超

一
般
質
問
に
は
５
名
の

議
員
が
登
壇

事業名 予算額(千円)
災害ゴミ物処理関係費 35,200 

一小スクールバス
運行業務費    6,930 

民間賃貸住宅家賃補助 7,200 
災害援護資金貸付金 17,500 

農業施設・公共土木災害
復旧工事関係費 59,998 

老人福祉センター災害
復旧工事 5,460 

中学校施設災害復旧工事 7,200 
図書館施設災害復旧工事 26,600 

鏡石町コミュニティセンタ
ー災害復旧工事 9,500 

転作助成補助金など 39,659 
第一小学校仮設校舎

設置関係 189,387 

事業名 予算額(千円)

地区集会所修繕 5,340 

災害弔慰金 5,000 
農業用放射線

測定器購入負担金 292 

花咲か事業補助金 570 

土壌分析調査 284 

災害援護資金 17,500 

災害ゴミ処理費 114,227 

住宅応急修理工事 10,000 

農業施設災害工事費 40,198 

公共土木施設
災害復旧工事費 80,599 

各教室等扇風機購入費 4,840 

●補正第３号予算 ●補正第１・２号（専決）

復興対策予算主な事業

　
　
　
　

              

～ 

鏡
石
町
議
会
６
月
定
例
会 

～

▲急ピッチで設置が進む一小仮設校舎
▲震災ゴミの回収はしばらく
の間継続する予定です

国庫負担金
331,814

基金繰入金
259,196

町債
165,700

国庫負担金
331,814

基金繰入金
259,196

町債
165,700

県負担金
18,371

雑入等 2,445

復興対策予算財源内訳


